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1.は じ め に
オ レンジ,リ ソゴをは じめ とす る果実の輸入 自由化は,わ が国の果樹農業の展開に種 々の影響
を与 え ようとして いる。特 に,リ ソゴは1993年の ニ ュージーラン ド産 につづ き,昨 年は米 国産
のデ リシャス系 の リンゴが輸入 され るよ うにな った。 これ までに も,米 国産のサ クランボが輸入
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されたが,高 級品 としての国産サ クランボは大きな打撃を受ける ことな くその生産 を伸ば してき
た ように,リ ンゴにおいて も,高 級品 としての 「国産物」 と並物 としての 「輸入品」が共生す る
よ うな事態が想定 され る。何れに しても,改 めて国際的な市場競争の もとでの「日本の果樹農業」
の 目指すべ き方向性が問われ ようとしてい る。
第二次大戦中か ら戦後にかけて,日 本国内の食糧 需給事情は急速に逼迫 し,わ が国は極度 の食
糧不足を経験 した。 このため,こ れの食糧不足解消策 として,既 存の果樹園が整理 され,食 糧 の
増産がはか られ たが,し か し,戦 後 しぼ ら くして,主 要食糧の需給事情 が好転するにつれて,わ
が国 の農業政策 の転換 と相 ま って主穀 のよ うな穀物生産重点主義か ら,果 実 ・野菜 ・花 き ・食肉
の ような多様な農産物生産へ と,そ の重点が移動 して きた。特 に果樹 は農業基本法に よって農業
生産の選択的拡 大部門の一つ として位置付け られ,果 実価格が相対的に高騰 して高い粗収 益を も
たらす ようになる と,果 樹作物へ の転換が急速にはか られ,飛 躍的な発展を遂げてきた。
しか し,当 然の ことなが ら果実 に対す る需要は無限に増加する ものではない。 また,過 去の例
をみて も密植栽培に よって,育 成期間の初期か ら,単 位面積当た り高い収穫量 を確保する ことが
可能 となったため,多 くの果実が生産過剰 とな り,価 格が低迷 して果樹農業経営を圧迫 するよ う
な場面 もみ られ た。 また,近 年は前述の よ うに,外 国産果実の輸 入拡 大の要請 が強 ま り,「外国
産果実 と競合」す る果実 も現れて きてお り,果樹農業 をと りまく環境 には厳 しい ものがある。従
って,果 樹農業 は,外 国産果実 と競合す る分野 と,競 合 しない分野 とではその展開過程 が一様 で
はない といえ る。何れに して も,農 業経 営における作 目の選択は,小 面積の農耕地か らできるだ
け高い粗収益を得 ようとす る農業経営の,必 然的対応 の結果であるといえるであろ う。
本来,穀 類,マ メ類,イ モ類 の ような作物 は,「土地利用型農業 」で大量生産 を行 い,貯 蔵 し
て食用 としてきたが,こ れに対 し,園 芸食品1)としての果実類や野菜類は水分含量が高 く必然的
に収穫 後の品質変化が著 しく,貯 蔵過程を経 由 して費消す ることが困難なものが多い。 果実類や
野菜 類の栽培 は,人 口が都市に集 中 し消費が飛躍的 に拡大するまでは,主 として 自家消費を 目的
として行われて きたのであ る。同 じ園芸食品の中で も果実類は嗜好性 食品 としての性格が強 く,
野菜類 と比較 して必需性はそれほ ど高 くない。果実類 の消費は,景 気の動向'所 得の伸縮の影響
を受 けて増減 し,従 って,そ れに よって も市場相場 は変動 する傾向がある。 一方,野 菜類は副 食
性食品 としての性格が強 いため必需性が高 く,そ の消費は果実類 と比較すれぽ規則的 ・安定的 で
あるが,そ の生産が不安定であるため市場相場は果実類 と同様に変動的である。
本稿では,特 に,当 面輸 入果実 との競合関係が比較 的希薄 であ ると思量 され る,「生食用 のモ
モ」についてみ てい くことと したい。何故 モモの競合関係が希薄か とい うと,モ モの輸入が殆 ど
行われ ていない し,近 い将来において も輸入 され る見込 みはない と思われ るか らであ る。 しか
し,モ モの場合において も,露 地栽培ではその作柄 が不安定であ り,ま た,そ の需要は前述 の よ
うな要因に規定 されて不安定で,市 場相場は下値硬直的に推移す る傾向が強 くみ られ る。近年,
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モモ栽培 において も,露 地栽培 の一部が 「施設栽培 」に移行 しつつあ るが,施 設栽培は,零 細な
果樹農業経営がその樹園地面積 を大幅に拡大す ることな く,農 業所得を増大 させ る有力な方策の
一つである。勿論,こ れを可能 に した真の要因は,そ の需要側 面における消費者 の所 得増大,購
買力の増大に よって もた らされた嗜好品消費の拡大 である。 これに よって,コ ス トの高い施設 も
のを容易に購入 し得 るよ うになった。 ここでは,山 梨県一宮町 におけ るモモの事例を もとに 「露
地栽培」 と 「施設栽培」 との果樹農業経営の内容を比較検討す ることに よって,果 樹の うちモモ
栽培が 内包する特有の課題は何か とい うことを考究す ることとしたい。 山梨県一宮町をその対象
と した理 由は,1993年の同町 の全耕 地面積884haのうち,果 樹園 が じつに878haを占めている
とい うことであ る。 つ ま り,全 耕地 の99.32%が果樹園であ り,極 めて果樹への特化が進み,商
品生産を前提 とする産地形成がなされてお り,わ が国の果樹農業の諸矛盾が明確 に発現す る地域
であると考えたか らであ る。
2.わが国における果樹栽培面積の推移と山梨県一宮町のモモ生産 ヒの位置
ω わが国の耕地種類別面積の構成 と果樹 ・モモ栽培面積 の推移
平 成5年 におけ るわが国の耕地 面積は,農 林水産 省統 計情報 部r耕 地 及び作付面積統計』に
よれ ぽ5,124,000haであ る。 この うち,田 が2,782,000ha,畑が2,343,000ha,その内普 通畑
1,243,000ha・樹 園地 は439.100ha・牧 草地660.700haであ る。樹 園地 の うち果樹 園は258,000
ha,茶園 は41,000ha,桑園は36,000ha,その他樹 園地19,000haであ る。 この数値 を見れば明
らかな よ うに,果 樹園面積は極 めて少 な く総耕地 面積の5.05%を占め るに過 ぎない。 また,果 樹
園の中で,モ モ園の占め る割合は4.38%であ る。 なお,全 耕地 面積 に 占め るモモ園の割合は,
0.22%に過 ぎない。
現在,わ が国 におけ る主要果樹 の栽培面積をみ ると,ミ カ ンが65,200ha,リン ゴが47,000ha
とな ってお り,こ の二果樹 が栽培面 積 で も際 立 って多い。 次いで,ク リが31,400ha,カキが
24,600ha,ブドウが22,600ha,日本 ナ シが17,400ha,ウメが15,300ha,モモが11,300ha,イ
ヨカンが10,400haの順(注2,第10表 参照)と な っている。
次に,わ が国におけ るモモ栽培 面積3)は,1967年(昭和42年)の21,600haをピー クとして,
減少に転 じ,1993年(平成5年)に は 前記の ように11,300haとな っている。
モモの主要栽培 県は,農 林水産 省統 計情報部r耕 地面積調査』(平成5年)に よれば,山 梨県
3,280ha,福島県2,280ha,長野 県1,450ha,山形 県846ha,岡山県871ha,和歌 山県798ha,
香川県440ha,愛知県331ha,とな ってい る。 これを見れぽ明 らかな よ うに,1,000ha以上の栽
培県は関東以北 の諸県に集 中 してい る。戦前か ら畑作地帯では養蚕が盛んに行われ ていたが,繭
価不況 とな ったため,桑 の代替作物 として果樹 が導入 された経緯 がある。 しか し,第 二次大戦中
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か ら戦後にかけての食糧需給事情急迫期には,国 家的要請 ・強権供 出制度 によって一時,水 田 ・
普通畑に転換す ることを余儀 な くされた。 しか し,そ の後,前 述のよ うに高収益性に よって作物
転換がな され,急 速 にその栽培面積を拡大 してきたのである。
② 山梨県一官町4)のモモ生産上の位置 と果樹 と してのモモの特質
山梨県でのモモ栽培 面積は,上 記の ように3,280haであ る。全国栽培面積の25.4%を山梨県で
栽培 してい ることになる。 さらに,1993年(平成5年)に おけ る一宮 町のモモの栽培面 積は,
関東農政局山梨統計情報事務所峡東出張所編r峡 東版農林業市町村別統計書(平 成5年)』 に よ
れ ば400ha(ブドウ453ha,スモモ18ha,ウメ10ha,カキ8ha,キ ウイ フル ーツ5ha)であ
る。 従 って,一 宮町 は山梨 県のモモ栽培面積 の12.2%,全国のモモ栽培面積の3.1%を占めてい
る ことになる。山梨県…宮町は山梨県のほぼ中央部,甲 府盆地 の東南端に位置 している。同町 の
平地 は,い くつかの河川によってつ くられた扇状地の集 ま りか らなってい るが,各 河川が北西に
流れてい るため,こ れ ら河川に よってつ くられ た扇状地は北西に向かって傾斜 している。耕地 は
標高290～600mの間に分布 し,年 平均気温 は13.3℃・年間降水量は985.1mm(近傍 の勝沼町の
数値,前 掲 『峡東版農林業市町村別統計書(平 成5年)』58,59頁)で,県内では温暖少雨地 区
とな ってい る。 春の萌芽期に適 当な降雨があ り,開 花期におけ る高温に して乾燥,成 育期におけ
る晴天 とい う好条件に恵 まれ,果 樹栽培には,極 めて良い立地条件を備えてい る。




















































































































注)資 料は,関 東農政局山梨統計情報事務所峡東出張所編r峡 東版農林業市町村別統計書』各年度版
「耕地面積統計調査」(各年次8月1日 現在)に よる。なお,畑面積には,畦畔を含んでいる。
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山梨県一'宮町 の平成5年 の果樹園面積 は878haで,田は僅かに1haにす ぎない。戦前は養蚕
が盛んに行われ桑園がかな り多か ったが,繭 価 の低迷 とともに今 日では完全に果樹 にとって代わ
られ ている。果樹園面積は1965～70年の990haを頂点 と して,そ れ以降は減少傾 向にあ る。 こ
れは,い わゆ る高度経 済成長期に樹園地が工場用地や住宅地に転用 されは じめた時期であること








この第2表 に よれ ば,山 梨県一宮町 の総農家数は徐 々に減少 しつつあ る。 また,専 業 農家数
に も減少傾向がみ られ るが,LO～1.5ha層には増加傾向が顕著にみ られ る。専業農業の減少は,
果実栽培が如何に労働集約的で,経 済的に有利 な作物 といえ ども,恒 常的過剰基調の もとでは,
小規模経営では専業農家 と して経営を維持 してい くことが困難なことを統計数値が明確に示 して
い る。果樹農業経 営は,稲 作に特化 した単一経営の ように,経 営耕地規模拡大の方向を追求 しな
くて も,そ の所 得を確保 し得 る分野 であ る。稲作 単一経営 では零 細経営 に属す るよ うな1.5～
2.Oha層でさえ も,果 樹 の単一一経営ではその労働集約性で規定 され,大 規模経営 といえるであろ
う。
元来,果 樹は どちらか といえば水田 ・普通畑に適 さない ような傾斜地に栽培 され る傾向が強か
った。 しか し,そ の高い単位面積 当た りの粗収益や,そ れ に依 って促 された個別経営の規模拡大
意欲に支 えられて,平 坦 な水田 ・普通畑地帯にも栽培 され る ようにな り,そ の栽培面積を次第に
拡大 してきたのであ る。 モモは,他 の果樹 と同様に永年性作物 と して,一 定の育成期間を経ては
じめて成園 とな り,収 益をあげ得 る樹齢に達す る。モモは他の果樹に比べて,経 済樹齢に達す る
期間が短い。 このため短期間に粗収益 をあげ得 る果樹 であ る。 また,そ の新品種開発 も優良品種
の交配に依るだけではな く,「枝変 わ り」一一一 例えば,浅 間 白桃は高陽枝変わ り,の と早生は浅
間白桃枝 変わ り や,「偶発実生」 例えば,白 桃一 一(JA山 梨経 済事業連 果樹振 興
課資料 「もも品種概要」)によって も,さ らに商品性の高い新種が発現す る可能性 の高 い果樹 で
ある。従 って,品 種の更新サイ クルが,リ ンゴや ミカ ンのよ うな果樹 と比較 しても短 い とい う特
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徴があ り,新植更新に よって,次 々に経営上有利 な新品種 に変 えられ る。なお,モ モは経済樹齢
の期間が短 く,こ のため若樹の割合が,他 の果樹に比 して高いの もそ の特徴の一 つである。 モモ
の樹齢 別栽培面積割合は,農 林水産 省統計情報部r昭 和63年果樹農業構造調査結果報告書』 に
よれは,1～9年 生の ものが45.2%でほぼ半数にちか く,10～19年生の ものが40.6%,20～29年
生の ものが12,6%,30～40年生 のものは僅か に1.6%にす ぎない とい うことであ る。 これは例え
ぽ,リ ンゴの樹 齢別栽培面 積割合 をみ ると,1～9年 生の ものが26.5%,10～19年生の ものが
27.5%,20～29年生 のものが22.3%,30～49年生 の ものが18、1%,50年以上の ものが5.6%を占め
ている こ と,さ らに,温 州 ミカ ンにつ い て,1～9年 生 の ものが6.9%,10～19年生 の ものが
21.3%,20～29年生 のものが44.4%,30～49年生の ものが22.0%,50年以上の ものが5.4%を占め
ていることと比較 して も,モ モにおいて若樹の割合が高いのがわか る。 また,高 接 ぎ面積割合が
リンゴの「ふ じ(普通)」で33.8%,「つが る(普通)」で30.4%(但し,わ い化は各 々0.3,0.2%),
「早生温州みかん」で13.3%であるのに対 して,モ モでは僅かに0.6%にすぎない とい う事実か ら
も,モ モの品種更新は接木 の方法 には よらないで,新 品種樹 の新植に よってなされる とい うこと
が理解で きる。
果樹 のなかでもモモは,早 生種 ・中生種 ・晩生種 とい うよ うな品種 に よって,そ の品種固有の
一時期に出荷最盛期が集中す るため,需 要急増期 ・好相場 時に収穫適期を迎 えるよ うな品種を栽
培する ことに よって,高 い粗収益を得 られ る傾向が強い。 従 って,経 営的観点か らは市場 での好
相場 時に収穫適期を迎え るような品種 を栽培す ることによって,高 い粗収益を獲得することが可
能 となる。反面,早 生種 ・中生種 ・晩生種の何れが よ り高 い粗収益を もたらすかは,事 後的に し
か分か らない とい う難点 もあ る。 しか し,品 種 の分散が結 果的に同一作業 ・一時集中の弊害を回
避す る ことを可能に してい る。 この ように品種 を早生種 ・中生種 ・晩生種に分 散す るこ とに よ
り,市場相場下落 の リス クを回避す ることがで きる と同時 に,同 一作業集中の弊害を除去する こ
とがで きることとなる。
3.モモ露地栽培の特質及びその所得決定要因
モモの栽培においては,摘 蕾 ・摘花 ・摘果,袋 かけ,収 穫 ・選別の ような作業に,重 点的に労
働 力を投入する必要があ る。 このため,こ れ らの作業,就 中,収 穫作業に投 入 し得る家族労働量
(近年の雇用事情を反映 して確保す るこ とは極めて困難であ る)に よって,経 営規模が規定 され
るとい う性格を有 し,これ がまた経営規模拡大の障害要因の一つ とな っている。農作業の ような
過酷な労働条件では,外 部 から労働者を雇用す るのに困難を伴 う。 モモ栽培 は,実 際 どの程度の
労働時 間を必要 とす るのであろ うか。 い ま,試 みに調査資料 を基に して,モ モ栽培10a当た り
の作業別労働時間 をAモ モ露地栽培経営の ケースについて示す と第3表 の通 りである。
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本表の資料は,Aモ モ露地栽培経営において,世 帯主か ら直接聞 き取 り調査を させ て頂 き,そ の
内容 を纏めた ものであ る。家族構 成は,世 帯主夫婦 と長女 ・長男の4人 で,農 業 には世帯主夫婦 と
長男が従事 している。対象と した品種は中生種の 「一宮 白桃」,勇定法は開心 自然形,反 当植付本数
18本,樹齢 は8年,樹 高は約5mで ある。勇定作業には,後 片ずけの20時間が含まれている。 また,
土壌表 面の管理 は1清 耕法」である。除草は清耕法であるため,テ ーラーによる除草3回,1回 の
所用時間2時 間,さ らに除草剤散布に よる除草2回,1回 の所用時間1.5時間,計9時 間である。 な
お,選 果 ・包装は農業協同組合の共同選果場で行 うため,本 表には含まれ ていない。
巨 二已田
上記の第3表 の内容か ら も明らかな よ うに,最 も作業時間 を要す るのは,摘 蕾 ・摘 花 ・摘果
の作業 であ り,延 べ108時間,全 作業別労働時間の27.3%を占めてい る。 次いで,袋 かけの作業
が80時間(8h×10),全作業別労働時間 の20.3%を占めてい る。 さらに,収 穫i・選別 の作業が
64時間,全 作業労働時間 の16.2%を占めてお り,勇定作業が44時間で11.1%を占めている。袋か
け作業の ように早生種 においては,無 袋栽培がな され る場 合があ り,そ の必要性のないケース も
あるが,モ モの栽培において特徴的な ことは,一'定品種 ごとの 「収穫適期1の 幅が狭 く,日 もち
が不良であ るため,収 穫作業が短い時期 に集中することである。硬 ・軟果 にたいする好みに もよ
るが,過 熟果は糖度が高 く美味 ではあ って も,取 扱 う場合 に傷み易い し,「棚 もち」 も悪 いため,
商品価値はほ とんど認 められな くな る。特に,高 温になる と熟度が急速に進行す るため,収 穫作
業に緊急性が要求 され る。 このように,モ モは労働力人用 の繁 閑の差が明確で,前 述の ように収
穫時 におけ る稼働労働量に よって,経 営規模拡大は強 く制約を受け る。従 って,個 別のモモ栽培
経営は,こ の対応方策 と して,早 ・中 ・晩生種の分散導入に よって,労 働力入用の ピー クの一時
的集中を回避 し,そ して労働 力の適正配分を試み,作 付けを行 ってい る。そ こで,モ モ栽培 を行
ってい るAモ モ露地栽培経営の品種別作付面積を示す と,第4表 の通 りである。
次頁の第4表 の ように,Aモ モ露地栽培経営 では早生種 を35a,中生種を50a,計85a(この
ほか 養成圃場が10a)を栽培 している。 なお,こ のAモ モ露地 栽培経営にお いて晩生種 を栽培
しない理由は,① 晩生種 の収穫 ・出荷時期 は8月 中旬以降 となるため,予 想 され る台風襲来の
危険を回避する こと,② 旧盆需要を見込んで高市場相場が期待 し得る この時期 に一括 出荷 して高


















注) 本表 の資料は,Aモ モ露地 栽培農家
に おいて,世 帯 主か ら直接聞 き取 り調
査 をさせて頂 き,そ の内容を纏め た も
のである。 なお,本 文に記 してある よ
うに,Aモ モ露地栽 培経 営は上表 のモ
モ以外 にも,ブ ドウと して巨峰15a,
ピォー ネ20a,藤稔5a,甲 州5a,計
45aを栽培 している。
象災害に あ う可能性が ある。関東 甲信越地方は8月 中旬をす ぎると急速に気象の変化がはげ し
くなる。 なお,ほ かに も優れ た白桃系の品種 があ るが,そ の出荷最盛期に相場低迷期を迎え ると
いわれている。 これは同品種が商品性 に優れ,栽 培 面積が拡大 して出荷が集中す る傾向があった
ためであ るとされ る。なお,Aモ モ露地栽培経 営は上表 の モモ以外に も,ブ ドウを計45a栽培
してい る。 これ も不確実性 回避,作 業 集中回避 の具体的対応であるといえるであろ う。
さて,こ こでよ り具体的にモモの 「日川 白鳳」「一宮 白桃」の二品種について,ど の様な規格
の ものが出荷諸経費を差 し引 くと,1玉 当た り幾 らの 「手取 り」 とな るか,単 価の推移を,第1
図,第2図 で見てみ ることにす る。
第1図 露地栽培 「日川白鳳」規格別一玉当た り単価推移 等級 「(青)秀」
(単位:円)
注)本 図の資料は,1994年にAモ モ露地栽培経営が 「日川白鳳」 を山梨一宮農業協同組合を通 して
出荷 し,受 領 した 「精算通知書」である。 モモは10規格に区分 している。 ここでは,図 を見やす
くす るために15h.,18h.,22h.,25h.の4規格の単価を示 した。「 .」は 「hole」の略。
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注)本 図の資料は,Aモ モ露地栽培経営が1994年にF'宮 白桃」を山梨一宮農業協同組合を通 して出荷
し,受 領 した 「精算通知書2で ある。 モモは10規格に区分 している。 ここでは,図 を見やす くするた
めに13h.,15h.,18h.,22h.,25h.の5規格 の単価を示 した。
第1図 をみれば明 らかな ように,当 然の ことなが ら15h・18h.の単価が全期間にわた って高
い水準で推移 してお り,22h.の単 価が これにつづ き,25h.の単価 は もっと も安値 とな ってい
る。 ここで特に注 目すべ きことは,全 規格 品 とも,相 対的に単価が安定 している傾向がみ られ る
ことであ る。 また,大 果 と小果 との単価差が極端 に大 となることである。 その理由を敢えて論述
す る とすれぽ,次 の ように要約 し得 るであろ う。すなわち,モ モの ような果実類は嗜好性食品 と
しての性格が強 く,需 要 の価格弾 力性が小 であ り,仮 に価格 が 下落 したと して も,需 要の拡大を
期待で きない ことであ る。要す るに,価 格が下落 した として も,そ の下落によって需要はあ ま り
増加 しないので,供 給が不変 とす るな らば,価 格を引 き上げ る作用が機能 し難い とい うことであ
る。果実類の ような農産物 の市場価格の短期的変動は,そ の 「貯蔵性 の欠如」 とい う特質,さ ら
には価格が下落 した として も需要はあま り増加 しない とい う 「需要の価格弾力性が小であ る」 と
い う特 質のために,特 に小果の単価は下値硬直 とな らざるを得 ない。 さらに また,消 費者は低価
格になった良品に よって,そ の需要量 を確保 し得 る場合は,仮 に裾 ものの市場価格が極端 に低落
した として も,こ れを購入 しようとは しないであ ろ う。低市場相場時に大果 ・良品 と,小 果 ・裾
もの との価格差が極端に大 となるのは,以 上の ような理由に よるのである。 モモ栽培の粗収益 の
多寡 を本質的 に規定 する要因であ る価格形成についてみてみ ることと したい。 モモは単位面積 当
た りの収量が比較的安定 してお り,し か も規模拡大が図 られた結果,甲 信地域はその東西の大消
費地への交通の便 ・立地の優位性 とも関連 して市場競争力を強め てきたといえる。個別の農業経
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営は市場価格の受容者 として,そ の変動に応 じて比較的有利な時期に生産物 を出荷 しようと して
品種 を選択 する。 モモの等級 は,「選果規格基準」に準拠 して,格 付け され る。モ モは通常大 果
が好 まれ る し,高 相場 で取引 される。実際,ど の程度の価格差 が生 じたかを,山 梨 一宮農業協 同
組合が1994年7月3日に出荷 した 「日川白鳳 」及び,同 年8月11日 に出荷 した 「一宮 白桃」 の
場合を例に と りあげて見てみたい。 なお,モ モは同 一等級 ・同一規格の ものであ って も,東 北 ・
関東 ・関西等,仕 向市場 に よって市場相場が大いに異なる。 このため,山 梨一宮 農業協同組合 で
出荷 した全仕向市場 の市場相場の平均値 を求めてあ る。 まず,日 川 白鳳の場合,(青)秀 ・15h.
品(15h.のrh.」は 「hole」の略。5kg箱 に15個入 りの規格品。1個 当た り重量,約335g。1
kg当た り単価は,箱 単価を5(kg)で除 して求めた)の1kg当 た りの単価1,110円(二重線)を


































































































上記の単価は,7月3日 に山梨一宮農業協同組合が出荷 した全仕向市場 の規格別の平均値である。
H川 白鳳 の場 合,(青)秀の1kg当 た りの単価1,110円を1と した場合の各等級 ・各規格品 の相 対価
格比を示 した。
なお,同 様に,8月11日出荷の 「一一一宮 白桃」について も,上 記の 日川 白鳳 と同様 に,山 梨一宮
農業協同組 合で出荷 した全仕向市場 の市場相場 を もとに して,同 一等級 ・同一規格 ごとに単価 の
平均値を求めてある。(青)秀 ・13h.品(13「h.」は 「hole」の略。5kg箱に13個入 りの規格品。
1個当た りの重量,約3859。1kg当た り単価は,箱 単価 を5(kg)で除 して求め た)の1kg当
一44一
果樹の露地 ・施設栽培に関する一一試論一 山梨県一宮町におけるモモの露地 ・施設栽培の経営比較一 一



























































































上記の単価は,8月11日 にlll梨一宮 農業協同組合が出荷 した全仕向市場 の規格別の平均値であ る。
一宮白桃の場合(青)秀 の1kg当 た りの単価771.4円を1と した場合の各等級 ・各規格品の相対価格
比を示 した。
この 上記 の相対価格比 をみれぽ,特 に,日 川 白鳳において大果と小果 との間に大 きな価格差が
あるのが明 白となる。一宮 白桃は玉伸びが よい品種 であるため,口 川 白鳳 の ような30h.品や32
h.品の ような小 果は収穫 も出荷 もされ ない。一宮 白桃が 日川白鳳 に比べ総 じて相対価格比が小
であった理 由は,① 一宮 自桃 の出荷時期が旧盆の需要旺盛期 にあた ること,② 昨年の夏が高温 ・
少雨で,い わゆ る玉のびがわる く減収 とな り,市場相場が高 くな った こと,こ の二点に求められ
るのではないであろ うか。
モモ栽培経営に とって,そ の粗収益の多寡を本質的に規定す る要因は,価 格水準決定に大 きな
影響を与える品質 の良否 である。 モモの品質 一 等級 ・規格 一は,果 実の色沢やキズの有
無,果 形,果 実 の大 小の三 要因に よって決定 され,収 益 もまたこの要因に よって規定 され る。
13h.品,28h、品 の よ うな規格の モモ も,た だ1果 当た りの重量が異なるのみ で価 格差が発生
す る。 この よ うに,特 に市場相場形成時における中果 ・小果の極端 な価格の低位性は,農 業経営
の販売総額 を一層減少 させ る原因 となる。消費者の立場か らは,「秀品 ・大果」を消費 しようと
す る 「高品質指向意欲」が強 く,他 方,生 産者 もまた 「秀品 ・大果」のよ うな 「高価格品生産意
欲」が強いのであ る。露地果樹栽培に おいて もこの 目的を達成す るために,勇 定,摘 果,袋 か
一45一
明治大学農学部研究報告 第103号(1995)
け,病 虫害防除等種 々の作業を行 って可能な限 り,秀 の13h.品・15h.品,できれば18h.品ま
での よ うな良品 ・大果を 多 く収穫 しようと努力 している。 しか し,果 実の肥大 ・玉伸びにたいす
る見込み違 い もある し,品 種ご とに 「平均果重」は異 な り早生系統は小実 とな り易い とい う品種
特性に も規定 され,中 果 ・小果が収穫 され ることもある。 また,早 生系統は硬核期が短 く,核 が
柔 らか くて脆いために,核 割れ をお こし易い といわれ ている。 なお,モ モは,野 菜類栽培の よう
に,いわゆる施設栽培以外は,新規作型の導入によって労働力配分を平準化することは困難であ
る。 このた め,前 記 の第4表 の ように複数品種を栽培す ることに よって,労 働力の適 正配分 が
なされ ることとな る。 モモは開園費が低廉で経営採算 上有利な果樹 であ るが,反 面,市 場相場 の
第5表Aモ モ露地栽培経営の経営試算
(10a当た り)
項 目計 金 額






















労 賃 見 積 額
地 代 見 積 額
固 定 資 本 利 子 見 積 額






























































ど行われていないが,た だ し,農道用地 として行政
が買収す る場合,1m2当 た り3,000～3,500円,樹
体にたいす る補償は しないとのことである。以上の
事情 を勘案 してlt地は10a当た り200万円 と見積 も
らせていただいた。
固定資本財については,桃成樹,そ の他の資産(建
物 ・機械)に 区分 した。
桃の育成価722,000円(注5.第11表参照),









宮 町の10a当た りの収量)と した。
販売価格 は,lll梨一宮 農業協同組 合の平成6年
の販売実績表の平均値 とした。
減価償却費 も2分 し処理 した。
①桃成樹の成園費(減 価償却額)57,158円
(注5.第11表参照)
②その他の資産(建 物 ・機械)年 減価償却額
172,657円(注.5,第8表参照)
雇用労賃は近年の雇用事情を反映 して高騰 してい
るが本表においては,家 族労働 と して1時 間当た
り600円見積 もらせていただいた。
地 代は,成 園 で50,000～60,000円,未成 園 で
10,000～15,000円との ことである。本表では土地価
格に利子率3%を 乗 じた6⑪,OOO円と見積 もらせて
いただいた。
固定 資本 ・流動 資本利 子見積額 は利子率3%で
見積 もらせていただいた。
注2)本 表の資料は,1994年12月末現在のAモ モ露地栽培経営の内容を,世 帯主か ら直接聞き取 り調
査を させて頂 き,そ の内容 を纏めた ものである。年末年始の慌 ただ しい時期に度 々伺い,調 査に
ご協力を頂いたことにたい し,改 めて,謝 意を表す る次第である。なお,本 表 の粗収益は,あ く
まで も仮説的な数値であ り,実 際の粗収益を意味するものではない。
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高騰期には,そ の高収益性に刺激 されて経営規模拡大意欲が旺盛 とな ること,さ らには新規開園
に よる新興産地が市場に参 入す るこ とに よって,市 場への追加的出荷 ・供給が促 され,需 給関 係
が混乱 し,市場 相場が下落す ることがあ る。
次に,Aモ モ露地栽培経営の経営内容 を表 で示せ ば,前 頁の第5表 の通 りであ る。
この前頁 の第5表 か ら,Aモ モ露地栽培経営 は固定資本財の単位面 積当た りの計上額 も,大
規模経営の利点が生か され,極 めて圧縮 されている。 また,こ れ と関連 して減価償却費 も圧縮 さ
れた もの となっている。労賃見積額,地 代見積額,固 定資本利子見積額,流 動資本利子見積額 を
計上 しても,な お余剰が発生 した とい うことは,モ モ露地栽培経営の有利性を示す一つの証左 と
いえるであろ う。何れ に して も,こ のモモ露地栽培経営は堅実に果樹農業に取 り組んでいること
が うかがえ る。土地 資本の評価 ・固定資本財の評価 ・各種 の見積額 は,そ の計上額 如何 に よっ
て,そ の水準が変動的 であ る要素を含んでいる。各種 の資源報酬を大 き く見積 もれば,余 剰は圧
縮 され るとして も,農 業経営 の各部門に おける資本 の効率 を測定す る手がか りが得 られるであろ
う。 また,設 備 費が一定 である とすれぽ,経 営規模拡 大は コス トを引 き下げ る有力な手段 とな
る。
さて,こ こでAモ モ露地栽培経営の損益分岐点を求めてみ ることとす る。Aモ モ露地栽培経
営の売上高は1,075,360円である。固定費は,固 定資本利子 見積額51,154円,成園費57,158円5),
減 価 償 却 費172,657円6},地代 見 積 額60,000円,計340,969円で あ る。 変 動 費 は,流 動 費
164,348円7),販売費312,173円8),労賃 見積額237,000円,計714,061円であ る。
X-
1書 ・一耀 一L-・ ・
1,075,360
このAモ モ露地栽培経営に おけ る損益分岐点は,1,015,091.円とな る。 モモ露地栽培経 営の
ような,労 働集約的 な経営においては,農 業用機械 ・器具に対す る過剰投資の抑制に よって,損
益分岐点を引 き下げ ることが 可能 となる。
さきに,モ モは高収益性に刺激 されて経営規模拡大意欲が旺盛 となる と述べたが,当 然 のこと
なが ら,無 条件 ・無原則に経営規模拡 大が可能 となるのではない。そ こには当然,経 営規模拡大
の制約要因が存在す る。その制約要因は,
1)利 用可能経営耕地面積
2)家 族労働 を中心 とす る調達 可能労働量
である。特 に,外 部か ら円滑 に雇用労働力の確保 を期待す ることが難 しい条件下におかれてい る
農業経営にあ ・,ては,家 族労働力確保 の成否が経営規模拡大を規定す る重要 要件 となる。 モモ栽
培の極 めて高 い労働 集約性に規定 されて,1ha以上のモモ園 を経 営す ることは困難が ともな う





近年,経 営の有利性 に触発 されて,モ モ栽培 に も園芸施設が導入 され,そ の栽培面積を増加 さ
せつつあ る。 モモ栽培 への園芸施設導 入の 目的9)は,次のよ うに要約 し得 るであろ う。
① 収穫時期が早められ,早 期出荷に よって高価格販売が期待 し得 ること,
② 成育時期が早め られ,作 業の分散が合理的にで き,出 荷時期 を分散 し得 ること,
③ 最適な人工環境下におけ る栽培,つ ま り栽培のための肥培管理ができ,よ り優れた果実を生
産 し得 ること,
④ 気象災害 ・自然災害の危険を人為的 に回避 し得る こと,
⑤ 降雨に よる農薬の流失を防 ぎ,低 農薬栽培を可能 と し得ること,
以Eの5点 である。
果樹園芸施設一 その作業時期(摘 果 ・袋かけ ・収穫)を 一定期間前進化 させ るもの一 一
を導 入す ること,園 芸施設のために資本 を投資す ることに よって労働力の過度集 中を緩和 ・回避
し,家 族労働 に よって賄 い得る範 囲内で,よ りよい計画生産 と計画出荷が可能 とな り,そ の結
果,経 営規模拡大が可能 となる。園芸施設は,合 理 的な経営規模拡 大の障害要 因の除去 に大いに
貢献 し,更 なる優れ た合理的 な経営規模拡大を可能 とす る。 この点に,モ モ栽培において合理的












注)本 図の資料は,1994年に山梨一宮農業 協同組合で出荷 した,全 仕向市場 の市場相場を もとに した1
kg詰め1箱 当た りの単価の平均値である。
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な規模拡大を指向す る場合におけ る,果 樹園芸施設導 入の意義を見いだす ことができるとい って
差 し支えないであろ う。 ここで,施 設栽培 「日川白鳳」の単価 の推移を図3に 示 してみた。
果実類の ような園芸食品は,出 荷最盛期には 市場価格が極端 に 下落す る傾向がみ られる。 この
ため,農 業経営は 「製品差別化」10∫を行 うことに よって,高 市場相場で 自己の生産物 を販売 しよ
　 や 　 コ 　 ロ 　 　 　 　 　 　 　
うと試みる場合がある。自然環境下における出荷最盛期を避けて,出荷時期を前進化させること
　 　 　 　
に よって製品差別化をはか り,高 い粗収益を獲得 しようとす る努力が,野 菜類,特 に果菜類にお
いては30年代以降盛んに行おれ.るよ うにな って きている。 しか し,果 樹 のなか で もブ ドウは 早
くよ り施設栽培がなされていたが,モ モは ブ ドウと比較 してみ ると,樹 高が高 く施設設置費用が
割高 とな ること,モ モの生理生態的特質が微妙な こと等の理 由か ら普及がお くれていた。 モモの
栽培において この よ うな資本集約的手段て粗収益を増大 させ ようとす る試みは,
① 技術進 歩に依 って低廉 な費用で園芸施設を導入で きるようにな ったこと,ま た
② 消費者 の可処分所得の増 大に よって高価 な施設 栽培生産物が抵抗無 く購 入で きる ようにな
り,消 費の絶対量が増大 した こと,以 上の二つの要 因によって可能 になった といえ るであ ろ う。
もともと施設栽培が 大規模に 行われ るよ うにな ったのは,前 述 の よ うに,果 菜類 の春期作 の
「前進栽培」か らであ った。 その後 さらに,施 設の大型化や加 ・保温技 術の発達に よって,益 々,
前進化が押 し進め られ,や が ていわゆる「野菜類の周年栽培」が行われ るよ うになった。 しか し,
果樹のなかで も特にモモにおいては周年栽培が行われることはないであろ う。 それは以下でふれ
る果樹 の生理 生態的特質 に よって規定 され るか らであ る。果樹 の 「芽 はふつ う9月 ごろか ら自
発休眠 に入ってお り,10～11月が もっとも休眠が深 く,そ の後低温にあ うにつれて しだいに休
眠か ら さめてい く」11)とされ る。 モモは暖地において冬季が温暖す ぎた場合に,発 芽 ・開花 ・展
葉が順調に行 われず,花 芽が枯死脱落す る現象が 見られ る場合がある。 この現象は冬季 の低温 不
足に伴 う休眠 不完全に よって起 こる とされ てい るが,こ の休眠 打破12)の条件 は,7.2℃以下で
800～1,000時間が必要 である と考 えられてい る。 モモの施設栽培 において樹体が この条件を満
足 させ た後に,ハ ウスを被覆 ・加温 しなけれぽ ならない。 このため,山 梨県一宮町におけ るモモ
の施設栽培 においては,年 末 から年始 までの間に モモ園に被覆を施 している。い ま仮に休眠お破
をす るめたに,園 地に定植固着 した モモの ような永年性植物(大 植物)を,高 冷地 に山上げす る
とすれば,そ のためには膨 大な費用を要す るため,農 業生産 と しては行われ得ないであ ろ う。 こ
のよ うにモモは固 有の生理生態的特質を有す るため,独 特の問題 を派生 させる。つ ま り,モ モは
樹体に被覆を して,加 温 しただけでは促成栽培は できない。上壌 ・温度 ・湿度 ・H照等の諸条件
が整わ なけれぽ,高 品質 のものは生産できないのであ る。それのみならず,い わゆる生理落下の
ような事態 も発生す る場合がある。通常,野 菜類の施設栽培においては西南暖地 の方が平均気温
が高 く経営上=有利であるといわれている。 しか し,モ モの施設栽培においては,低 温休眠の過程
を経た後,そ の園芸施設内を加温 して促成栽培 を しなけれぽな らない。従 って,西 南暖地におい
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ては 「休眠終 了」が遅 くな り,園 芸施設 内の加温開始時期 がそれだけ遅れ ることになる。
さて,こ こで山梨県一宮町におけ るモモの施設栽培で,早 ・中 ・晩生種が どのよ うな割合で栽
培 されているか,そ の単価は平均幾 ら程 になっているか,販 売金額は幾 らにな っているか とい う
ことについて,第6表 で見てみ ることとす る。
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第7表 山梨県一宮町のモモ施設栽培の品種別栽培面積 ・出荷量 ・単価 ・販売金額
(単位:a,kg,円)
品 種一'"一'一 「 τ"=
め
;武 井 白 鳳
i日 川 白鳳
早 生 種.1八 幡 白 鳳





1浅 間 白 鳳
中 生 種1浅 間 白 桃
… 宮 白 桃
嶺 峰
長 沢 白 鳳
清 野 黄 金
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モモ施設栽培の早生種 は,栽 培面積234.8aで,全栽培面積 の58.7%を占めている。 また,中
生種の栽培面積は156」aで,全栽培面積 の39.0%を占めている。晩生種は栽培面積9.1aで,全
栽培面積 の2.3%を占めているに過 ぎない。 このよ うに,モ モの施設栽培 ではその性格か ら して,
早期に出荷 して高い粗収益を獲得 しようとす るために,導 入品種は早生種の割合が必然的 に高 く
なる。
次に,第6表 の資料を基 に して,モ モ施設栽培の各品種 別の栽培面積 ・出荷量 ・単価 ・販売金
額 を第7表 に纏めてみることとす る。
さきに述べた よ うに,モ モの生理生態的特徴の一つは,一 定品種の 「収穫適期」が極端に短期
間 である ことである。 また,そ の果実は収穫適期のものであって も柔軟 で,枝 か らの収穫時にさ
え も傷痕が付 き易い。 このため,収 穫作 業は細心 の注意 を払 うことを要求 され る。 高所作業車を
使用 しない場 合は,樹 頂部の 果実は高い脚立の上 で作業す るため,満 杯の収穫篭 と空の収穫篭 と
の交換 には,地 上 の補 助作業者の助けをか りた方が能率が上が るように,要 す るに,モ モの よう
な永年性植物は収穫i時の省力化が極めて困難 な果樹 であ るといえ る。 同様 なこ とは前述の よ う
に,摘 果 と袋かけについて もいえる。モモの施設栽培は,実 際 どの程度 の労働時間を必要 とする
かを,前 例に従 って見てみたい。い ま,試 みにモモ施設栽培を行 っているB農 業経営 での10a
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ユ 合 一三± 亘蛙 西
本表の資料は,Bモ モ施設栽培経営において,世 帯主か ら直接聞 き取 り調査を させ て頂 き,そ の
世帯主夫婦 ・長男 ・次男 ・母親の5人 家族で,農 業には世
帯主夫婦 が従事 してい る。対象 とした品種は早生種の 「日川白鳳」。明定法は開心 自然形であ る。反
当植付本数18本,樹 齢は12年,樹 高は約3.5mである。勇定作業には,後 片 ずけ作業の18時間 を含
んでいる。土壌表 面の管理は,雑 草草生法のため草刈機 に よる作業5回,1回 の所用時間8時 間,
計40時間である。 また,摘 果 は,1回 目受粉後20～25日日,実 が小指大に成長 したとき,2回 目受
粉後35～40日目,実 が親指大に成長 したとき,3回 目受粉後50日目,袋 かけ直前 の3回 に分けて行
ってい る。 なお,摘 蕾 ・摘花は行 ってい ない。枝 吊 り作業には,誘 引作業 も含 まれている。除袋作





に行われ る 「ハウスの ビニールは り」の作業 と,モ モ収穫後,梅 雨あけに行われ る 「ハ ウスの ビ
ニール除去」の作業 との2作 業 で要す る112時間につ いてであ る。 さらに,収 穫 ・選別 ・箱詰め
のうち,箱詰め作業は,露地栽培では共同選果施設を利用するため,通 常みられない作業であ
る。施設 栽培 のモモは,1kg詰 めの化粧箱 で包装 して出荷す るが,1時 間 に50箱ほ ど詰め られ
る とされ ている。 また,施 設栽培のモモは,個 人で計量 ・包装,荷 造 りをす るために,1kgの
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近年,農 用地の売買に よる経営間の移動はほ とん
ど行われていないが,た だ し,農 道用地 と して行政
が買収す る場合,1m2当 た り3,000～3,500円,樹
体にたいす る補償は しない との ことである。以上の
事情 を勘案 してt:地は10a当 た り200万円 と見積
もらせていただいた。
固定資本財については,モ モの園芸施設,桃 成樹,
その他の資産(建 物 ・機 械)に3分 した。 園芸施
設 の取 得価額7,850,000円(注13,第15表参照),
桃の育成価722,000円(注5,第11表参照),そ の他














② 桃成樹 の成園費(減 価償却額)57,158円(注.
5,第11表参照)
③ そ の他 の資産(建 物 ・機 械)年 減価 償却 額
258,638円(注.14,第16表参照)
雇用労賃は近年の雇用事情を反映 して高騰 してい
るが本 表においては,家 族労働 と して1時 間当た
り600円見積 もらせていただいた。
地代 は,成 園で50,000～60,000円,未成園 で
10,000～15,000門との ことである。本表では上地価
格に利子率3%を 乗 じた60,000門と見積 もらせ て
いただいた。
固定 資本 ・流 動資本利子 見積額は利子率3%で
見積 もらせていただいた。
注2)本 表 の資料は,1994年12月末現在のBモ モ施設 栽培経営の内容を,世 帯主か ら直接聞 き取 り調
査をさせて頂 き,そ の内容を纏めた ものである。年末年始の慌ただ しい時期に度 々伺 い,調 査にご
協力を頂いたことにたい し,改 め て,謝 意を表する次第である。なお,本 表の粗収益は,あ くまで
も仮説的な数値であ り,実 際の粗収益を意味するものではない。
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100g)一一一 出荷段階 におけ る包装,荷 造 り時 の実量 目と表示量 目との差 を 「入 月量」 と
して入れた うえで,荷 姿を整 えている。
花び ら落 と しも,露 地栽培 ではみ られない作業である。施設内は風が吹かないため,花 び らが
付着 している と病気発生の原因 とな るため,確 実に除去 しなければならない。 また,機 器 ・装置
類 のメ ンテナ ソスのための50時間の作業 も,露 地 栽培においては有 り得ない性格 の作業であ る。
いずれに して も,モ モの施設 栽培はモモの露地栽培に比べて,さ らに一段 と労働集約的 な性格が
強い こ とが この第9表 か らも明確 となる。
モモ収穫時 の必 須作業 の一時的集中を回避するために,モ モの施設栽培において もまた早生,
中生 の よ うな品種 を作付けす ることに よって,労 働 力配分の適正化を図 るような対応 を してい
る。 このBモ モ施設栽培経営 においては,日 川 白鳳10a,八幡白鳳10a,浅間 白桃7a,そ の他
5aを栽培 してい る。
次に,Bモ モ施設栽培経営の内容 を表で示せぽ,前 頁の第9表 の通 りである。
さて,こ こでBモ モ施設栽培経営 の損益分岐点を求 めてみ る こととす る。Bモ モ施設栽培経
営の売上高は3,629,600円であ る。固定費は,固 定資本利子見積額311,723円,成園費57,158円5),







うな,資 本集約的 ・労働集約的 な経営においては,園 芸施設,農 業用機械 ・器具に対す る過剰投
資の抑制に よって,損 益分岐点を引 き下げることが 可能 となる。
改め て述べ るまで もな く,モ モ栽培への果樹園芸施設導入の本質的 目的は,モ モ栽培経営にお
け る粗収益を増大 させ ることであ り,そ の 目的のために農業投資 一 果樹園芸施設導入資金の
投 入一 一 は,第 一義的にな され る。つ ま り,第 一義的になされ るその農業投資が,さ らにすす
んで,壬 モの収穫適期が極端に短期間である とい う生理生態的特質 に規定 され て,モ モ栽培への
「園芸施設導 入」の農業経営的意義一 一一 作業の分散に よる産出量側面 での規模拡大 が 付
加 される ことになる。つ ま り果樹園芸 施設導入の副次的意義を農業経営に付与す ることとなる。
この事実 こそが,果 樹農業,特 にモモ栽培への 「園芸施設」導入の特徴 種類 ・品種 ・作型
の単純化 ・単一化を指向す る施設野菜栽培には見ることが出来ない一 一であるといえるであろ
う。施設野菜栽培 においては,野 菜の種類 ・品種 ・作型を単一化す ることに よって,規 模拡大を
容易に図 り得 るのに対 して,果 樹農業においては果樹の種類 ・品種を単一化 したのでは,必 要労
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働力の一時的集 中を きた し,規模拡 大を容易に図 り得ないであ ろ う。 このため,農 業経営は必然
的に複合化 多品種 ・分散栽培一 一に取 り組 まざるを得ないこととな る。通常,モ モ栽培
農業経営 は,モ モ と同時 に数 品種の ブ ドウも栽培 している。 ちなみに このBモ モ施 設栽培経営
において も,35aのモモ施設栽培 の他に,露 地 モモ として浅間 白桃20a,ブドウは甲斐路12a,
巨峰8aを 栽培 している。 これは まさに モモ栽培農業経営が,農 繁期 の一点集中を回避 しようと
試みた配慮の結果であ ると理解す ることができるであろう。
当然の ことなが ら,単 位面積当た りの粗収益を高め る方策は,収 穫量の多収によるか,高 品質
な ものを高価格で販売す るかの どちらかで可能 となる。通常,栽 培技術が確立 し,安定 していれ
ばその収穫量 の変動はす くな く,比 較的固定的 となるため,粗 収益 の多寡を規定す る要因は,価
格水準決定に大 きな影響 を与 える品質 要因のみ とな る。 モモの品質一 一 等級17)・規格一 一
は果実の キズの有無 ・果形 ・果実 の大小の三 要因に よって決定 され,粗 収益の多寡は この要因に
よって規定 され る。 このため,品 質 向上のため種 々の技術的対 応がな され るが,こ れ が資源の集
約 度を高める原因 とな ってい る。
5.モモの露地栽培 ・施設栽培と農業協同組合の役割
モモ栽培 において,露 地 栽培が有利か,あ るは施設栽培 が有利かを即断 す ることは困難 であ
る。露地栽培は栽培 面積 を拡大す ることに よって,そ の粗収益を拡大 しようと試み る 「土地利用
型農業」の性格が強 いのに対 し,施 設栽培 は資本を投Fし た施設のもとで,単 位面積 当た りの高
い粗収益の獲得を 月指 す 「施設利 用型」の農業形態 である。い ま,山 梨県'宮 町の経営耕地規模
別の農業経 営数を第2表 で 見て も,1.5ha以上の農業経営は11戸に過 ぎない。Aモ モ露地栽培
経営は,現 在,露 地 栽培 のモモを85a,ブドウを45a栽培 してお り,その他育成園 と合わせて保
有耕地は約165aにな る。 従 って,果 樹栽培 では大規模経営の層 に属する。 また,後 継者 は農業
経 済学を専攻 しているため,栽 培技術面 とともに品種選択等の経 営感覚に も極めて優れている農
業後継 者であ るとい えるであろ う。 また,Aモ モ露地栽培経営に紹介 していただいた,Bモ モ
施設栽培 経営 は施設面 積が32aで,家 族労働 で対応 し得 る限界に近づ きつつある大規模施設経
営である といえ るであ ろ う。現在,山 梨県一宮町 の施設栽培面積は400aであ り,こ れに25経営
単位が携 わ ってい ること,つ ま り,単 純 平均 す ると1経 営単位につ き15aの施設規模であ る。
この数値 か らみ て もBモ モ施設栽培経営は,平 均値 の2倍 以上の施設規模であ り,大 規模施設
栽培経営 である とい って も差 し支えないであろ う。 さらに,夫 人は以前農業改 良普及員としての
経験があ り,ご 夫妻共 々意欲的にモモの施設栽培に取 り組 んでいる。
Aモ モ露地栽培経営 ・Bモモ施設栽培経 営は,と もに優れた技術に裏打 ちされて立派な農業
生産の実績 をあげ ている。 従 って,農 業経営調査の最適な対象であ った といえ るであ ろ う。A
一54一
果樹の露地 ・施設栽培に関す る一一試論一 一山梨県一宮町におけ るモモの露地 ・施設栽培の経営比較一一
モモ露地栽培経営は,モ モの よ うな労働集約的果樹生産の過程で 「規模の経済」の追求 を目指 し
てい こうと している。 このよ うな方 向を指向す る場 合には,品 種の更新サイ クルの短縮化に対応
して品種更新に積極的に対処 して い くこと,さ らには生産過程 の合理化を要請 されるこ ととな
る。他方,Bモ モ施設栽培経営は,モ モの ような労働集約的果樹の生産にたい して,さ らに,資
本集約的要因を付加す ることに よって,粗 収益を さらに高め ようとしている。 しか し,施 設栽培
では これ まで技術的制 約があ った。 具体的にいえぽ,商 品価値 のあ るモモを生産するのに,困 難
が ともなったのであ る。例 えば,商 品価値を下落 させ る要因である,核 割れ ・変形果 ・着色不良
の発生等がみ られたのである。 これ らは温 ・湿度管理,炭 酸 ガス発生装置の管理 ・除袋の時期等
が適正であれぽ 回避す ることがで きる とされる。 これ らの困難が随伴するに もかかわ らず,Bモ
モ施設栽培経営は さらに高品質 のモモを生産 しようと して,意 欲的に施設栽培 に取 り組んでい
る。 しか し,モ モの施設栽培は,当 初,技 術体 系が確立 されておらず,リ スクの高い作型であっ
たため,そ の面積拡大は急速 ではなか った とい って よいであろ う。 これが また,施 設栽培モモの
構造 的な過剰生産への転換をお くらせ てい る事実を見のが しては ならない。
昭和36年に公布 され た 「果樹 農業振興特別措置法」 に よって,モ モは政令で定め る果樹 と指
定 された。 しか し,モ モは露地作物 として高い粗収益を もた らしたため,す でに述べてきた よう
に,そ の栽培面積を拡大 させ てきたのであ る。 モモは,耐 湿性が弱いので地下水位が低 くて,通
気性の良い上壌 が栽培適地 の条件 であるため,水 田地帯 で大規模 に産地 が形成 されに くい果樹 で
ある。 山梨県 ・宮町は,果 樹 の 「特定傾斜地の集約的利用 とい う特質(豊 田 隆 『果樹農業の展
望』農林統計協会,平 成2年,20頁)」 に規定 され,果 樹栽培に適 した自然的条件 をそなえてい
るといえる。 さらに,京 浜 ・京阪神 とい う二大 市場の中間に立地す ること,高 速道路 カミ町内を横
断 し,イ ソターチ ェソジが近 くにあ るとい うこと等の社会的 ・経済的条件に恵 まれて,主 産地形
成がな されて きたので ある。
さらに,主 産地形成がな され るにあた って農業協同組 合が果た した役割を看過す ることはで き
ない。改めて述 べるまで もな く,果 樹 を栽培す ること自体は,技 術体系が確立 されている分野で
は,さ ほど困難を伴 うものではない。 今 日,農 業生産の過程において重視 しなけれぽ ならない こ
とは,い か に合理的かつ有利 な生産条件 で,農 業 を展 開できるか ど うか とい うことであ る。 ま
た,さ らに進んで,い かに地域の特産物 の製品差別化の実をあげ ることがで きるか とい うことで
ある。 この視点か ら特に 「生産 又は 出荷を行 う者の組織す る団体」・農業協同組合の市場対応面
で果 たす役割は重要 となる。 なお,生 産技術指導 面での農業協同組合の果たす役割 も重要 であ
る。特に,技 術発展途上にあ るモモの施設栽培 では,Bモ モ施設栽培経営のよ うな意欲的 な経営
者は別 として,技 術情報を適宜提供 していかなけれぽ,組 織 として高相場 で販売 し得 る高品質 の
果実 を生産す ることは不可能で ある。例 えば,平 成6年3月,山 梨一宮農協営農課の資料 「ハ
ウス桃果実肥大期の管理」に よると,① 摘果に よる大玉生産,② 出荷調整 について,③ 新梢及び
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結果枝管理,④ 潅水,⑤ 換気,等 の項 目について,肥 培管理の注意事項 があげ られている。 この
なかで も,① の摘果に よる大玉生産では,摘 果の程度について 「品種 ・樹齢 ・樹勢 ・施肥量 ・勇
定」の程度に より,着 果量を調節する よう注意 している。 さらに,同 箇所で 《幹の太 さによる目
安》 と して,1樹 あた りの着果基準を,地 上30cmの幹周を測定 して20cmあれば84個,30cm
あれば223個とい うよ うに,具 体的に参考基準を示 している。その他,適 宜,印 刷物に よる情報
提供がなされ,組 合 として技術普及 の努力を している。農業協同組合 の営農指導 ・部会活動 を通
して,個 別農業経営は必要 な新技術導入の便宜を与 えられ成果をあげ ている。好市場条件に支え
られて発展 してきたモモの施設栽培 について も,そ の生産 ・販売の両面で,農 業協同組合の 「存
在意義」が問われ ることとな るであろ う。
6.む す び
農業経営におけ る所得変動 は,収 量変動(作 柄の不安定性)と,価 格変動(市 場価格 σ)不安定
性)と い う2変 動要 因に よって発生す る。従 って,農 業経営は この2不 安定性 要因に規定 され
て,そ の所得は変動的 とな らざるを得ない。 この2不 安定性 要因を除去す るために,モ モ栽培
に園芸施設 が導入 され,し かも年 々その栽培面積が拡大 してい く傾向がみ られるのは既にみてき
た通 りである。経営規模の比較的零細な家族的農業経営が安定的に粗収 益を増加 させ るために
は,園 芸施設をその経営内に導人 し施設栽培に取 り組 むことに よって最 も確実に粗収益を増加 さ
せ られ得る。 また,こ れ が与え られた条件 耕地規模一 一を変 更す ること無 く,最 も合理
的,現 実的 に経営 目標 を達成す るための方策 であ るといえるであ ろ う。 モモ栽培に限 られたこと
ではないが,施 設園芸が 日本農業に定着 した理由は,こ れが農業生産に悪影響を及ぼす 自然災害
や特有の制約条件 を克服す るのに適 し,そ の経営内資源を最大限に利用することを可能に したか
らであ る。 これ までに も論 じて きたよ うに,施 設園芸は耕地単位面積当た りの,資 本 と労働 との
集約度が極めて高 く,資 本集約的性格,労 働集約的性格の強 い農業の分野 であ る。施設園芸にお
け る果樹 類生産 では,生 産 費に占め る施設 の減価償却 費や 消耗資材品費の 占める割合 は大 とな
る。当然の ことながら,こ れ は農業経営 を圧迫す る要因 となる。 この点か らみて,農 業経営発展
のための不可欠の要件は,施 設園芸にお いては,特 に,資 本の採算性 と安全性を重視 し,こ れ を
堅持す ることが必要 であ るとい うことであ る。 また,家 族的農業経営におけ る農業投資 の経済的
機能は,農 業経営体 の就業容力 ・労働効率 を高め るこ とにあ る。 この要件 を満 たす ことに ょ っ
て,労 働所 得形成が可能 となる。 モモ栽培の一 部分が,露 地栽培か ら施設栽培へ と転換 して きた
のは・伝統的な露地栽培方式 を取 り入れていては,モ モ市場価格の長期低迷 のため,家 族的農業
経営において さえ も,そ の労働所得形成が困難にな りつつあるか らであ る。 これ迄 に も論述 して
きた ように・モモの施設栽培は,単 位面積当た り粗収益を飛躍的に増加 させ,そ の結果,高 い所
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得形成 を可能 とさせ て きた。 この事実 こそが,露 地栽培か ら施設栽培 への転換の原動要因であ
る。 しか し,モ モは加工原料 としては,多 くの需要を期待で きない。このため,施 設園芸 ものに
おいて さえも,早 晩過剰生産問題を生起 させ る危険性を内包 している。 この ような事態に立 ちい
たると,個 別農業経営が収 益の低下に よ り損失を被 るだけ ではな く,社 会的損失を創 出 してい く
ことに もなる。今 口,欧 米では環境の質を維持 ・向上させ るとともに,自 然資源を保存 しなが ら
変化 しつつあ る人類 の需要 を満たす ために,資 源 を適 切に管理す る18)ような,ま た,肥 料 ・農
薬等の施用量削減に基ず く低投入 ・持続型農業が積極的 に推進 されている といわれ る。 この よう
な社会的背景の もとでは,過 剰生産の条件下 におけ る,生 産増強策 ・生産刺激策 の導入は厳に慎
まなければな らない。生産抑制策 ・生産削減策は農業経営 に 一時的 には苦痛を与えるが,環 境保
護の観点か らは,諸 資源の浪費を抑制す るような管理をすることは,持 続的な農業経営発展のた
めの不可欠の要件 となるであろ う。施設園芸には農薬の拡散に よる環境汚染防止 とい う機能があ
るの も事実である。 さらに,モ モ栽培農業経営の粗収益確保 とい う点 よ りすれぽ,一 一 その市
場価格に趨勢的低下傾向がみられるため一 一一その粗収益を確保す るためには,一 層の規模拡大
を指向せ ざるを得ない。家族的農業経営が施 設園芸 の規模拡大を指向す る場合には,労 働集約的
性格の制約を克服 しなけれぽならない。現在,当 地 におけ る施設栽培面積は,総 モモ栽培面積の
1%であるに過 ぎない。施設栽培は年間 の粗収益で施設導入費を賄 い得る水準 に達すれば,そ の
面積は飛躍的に拡 大す る傾向がみ られ る。何れに して も,モ モの施設栽培 は,そ の高い収益性の
故に 「露地栽培か ら施設栽培」への移行に よってもた らされるであろ う過剰生産問題 に,今 後,
直面 さぜるを得な くな るであろ う。
注
1)園 芸食品について,1樽 谷隆之 ・北川博敏r園 芸食品の流通 ・貯蔵 ・加 工』養賢堂,昭 和57年,1頁」
では,1園芸を表 すHorticultureは,ギリシャ語 の城壁 内とい うhortiからきてお り,手近 で栽培 する も
のを指 してい る」 と した ヒで,「園芸食品 とは果実類や野菜類など食用園芸生産物(青 果物)お よびその
加工品の総称である 」と定義 している。なお,園 芸食品 関連の記述につ いては,樽 谷隆之 ・北川博敏 『前
掲書』によるところが 多い。
2)わ が国におけ る'F成5年の主要果樹の成園栽培面積は ド記第IO表の通 りであ る。
第10表 監要果樹 の栽培面積
(単位 二ha)

























3)わ か国における,モ モの栽培面積推移 を図示すれは,第4図 の通 りてある。
第4図 モモの栽培面積の推移 (単位:ha)
注)わ が国におけ るモ モ栽培面積の推移を,農 政調査委員会編 『改訂 日本農業基礎統 計』農林統計協会,
1977年,217頁,並ひに,農 林水産 省統 計情報部 「耕地及び作付面積統計」(第4図 の資料は農政調 査
委員会編 『前掲書』 による)に よってみ ると,1941年(昭和16年)には6,733町歩 の成園があ ったか,
しか し,そ の後,戦 争による食糧需給 事情 の緊迫化,果 樹の作付統制に伴 って,終 戦後 まて,そ の栽
培面積を減少 させ つづけた。ちなみに1945年(昭和20年)に は4,277町歩,1949年(昭和24年)に は
3,480町歩に まて減少 した。その後,食 糧需給事情が好転するにつれて.モ モの生産 も見直 され て増反
かな され,1955年(昭和30年)にetS,040町歩,1957年(昭和32年)に は12,445町歩 とな り栽培面積
が10,000町歩を こえた。 この時期か らは,年 々約500町歩ずつ栽培面積が増 加 し,1961年(昭和36年)
には15,700町歩 に達 した。 さらに,1965年(昭和40年)に は16,900ha(1964年(昭和39年)にhaに
単位変更)へ と栽培 面積が増加 してい ったか,こ の増反傾向 も,1968年(昭和43年)の17,800haをピ
ー クとして,減 少に転 じ1975年(昭和50年)に は15,600ha,1985年(昭和60年)には13,300ha,1990
年(平 成2年)に は11,800ha,1993年('P成5年)には11,300haへと,そ の後は暫減傾向を示 してき
ている。
4)山 梨県一宮 町の記述については,一 宮町誌編纂委員会編 『一'宮町誌』 宮町役場,昭 和42年,3～5頁,
日本園芸農 業協同組合連合会発行 『果実 日本』「先進農家を訪ねて83」Vol.49,Ψ成6年,10～12頁に
因るところが多い。
5)桃 成樹の成園費(減 価償却 費)57,ユ58円は 下記第11表の資料に よる。
第11表 モt栽 培 における1桃 成樹」の減価償却額
(10a当た り,単 位:円%)
瀬 評畿歴宝鷲霊]蕊
注)桃 成樹の固定資産額722,000円(成園10a当た り育成価)は,農 林水産省経済局統計情報部編 『平
成5年 度農畜産用固定資産評価標準』農林統計協会,平成5年,に 準拠 している。また,本表の,
残存割合 ・耐用年数も,農林水産省経済局統計情報部編r前 掲書』に準拠 している。果樹,茶,桑
一58一
果樹の露地 ・施設栽培に関する一試論一 山梨県一宮町におけるモモの露地 ・施設栽培の経営比較一
等の永年性植物は,育 成期間 を経て成園 とな り,収 益をあげる樹齢に達す る。 その育成期間(収 支
相償 う前年 まで)に 要 した費を計算 して育成価(育 成 に要 した費用か ら,生 産物価額を差 し引いた
もの)を 算Hlし,これをr成 樹』の資産額 として いる。固定資産 としての成樹 の 「減価償却費」を
「成園費」 とい う。成樹の減価償却費は,育 成価から,残 存価額(「その資本財が耐用年数を経過 し
廃用 され るに当た り,な お有する価値部分」農林水産省経済局統計情報部編 『前掲 書』農林統 計協
会,平 成5年,104頁)を 控除 した耐用年数で除 して算出する。従 って,成 園費は57,158円となる。
なお,育 成期間 ・育成価 ・成樹 ・成園費の記述につ いては,農 林統計協会編 『改訂農林水産統計用
語辞典』農林統 計協会,平 成5年,224頁,に 因 るところが多い。
6)固 定資本財の うち,「その他の資産(建物 ・機械)」の減価償却費172,657円は下記第12表の資料による。
第12表 モモ露地栽培経営の資産(建 物 ・機械)の 減価償却額
(10a当た り,単位:円,%)
資産
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る。 しか し,果 実の ような嗜好性 の高い農産物は,銘 柄産地の特質が発揮 される農産物である。山梨一
　 　 　 　 　 ロ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 コ 　 　 の 　 コ 　 　 　 　 　 コ 　 　 の 　 　 　 　 　 　 　　
宮農業協同組合で,「(赤)秀」・「(赤)優1とい うような等級を独自に設定 して成果 をあげていることに,
その例をみ ることができる。
11)熊代克巳 ・鈴木鐵男r前 掲書』73頁
12)休 眠打破については,佐 藤 公 一他編著 『第2次 訂正追補果樹 園芸 大事典』養賢堂,1991年,634頁に
因るところが多い。その他,果 樹の栽培技術については,佐 藤公一他編著 『前掲書』,熊代 克巳 ・鈴木鐵











































果樹の露地 ・施設栽培に関する一試論一 一山梨県一宮町におけるモモの露地 ・施設栽培の経営比較一
14)固定資本財の うち,「その他の資産(建 物 ・機械)」の減価償却費258,638円は,第16表の資料に よる。
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包装費 は 出荷 用 包装 箱(1
kg詰め),単 価150円,2,080
箱の小計。 出荷諸経 費には,





17)モ モの等級 は,「共選桃選果 規格 基準」に準拠 して,熟 度,着 色,形 状,葉 ずれ傷の有無等を検査 し
て,格 付け され る。等級は,r秀 ・優』に区分 されている。 しか し,選 果基準 を厳 しくす る方が,結 果と
して販売総額は多 くなるとい う理 由で 「(赤)秀」 と 「(赤)優」 とい う等級を,「組合内規」で独 自に設
定 してい る。「共選桃選果規格基準」では,そ の内容を厳密に規定 してい るが,「葉ずれ傷(線 状 で幅2







「赤道flにな く 赤道下1cm以 内1ヶ 所で亀裂な く日立たない もの」
「赤道 上に1cm以 内1ヶ 所赤道下1cm以 内2ヶ 所で亀裂な く日立たない もの」
「赤道上にな く 赤道下1cm以 内2ヶ 所で亀裂な く目立たない もの」
「赤道Eに1cm以 内1ヶ 所赤道下1cm以 内3ヶ 所で亀裂な く日立たない もの」
18)㈱農林 中金総 合研究所編 『環境保全型農業 と世界の経 済』農山漁村文化協会,1991年,2頁
付記.
本稿の資料収集にあた って,種 々便宵をおはからい頂いた,関東農政局山梨統計情報事務所峡東出張
所業務第二課長 田中 一氏に謝意を表する次第である。また,モ モの資料収集,栽 培技術に関 して
は,山梨一宮農業協同組合組合長理事 佐藤定仙氏,並 びに,同組合果実営農部長 三枝栄一氏にご協
力を頂いた。葱に,謝意を表する次第である。
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